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Feasibility study(FS)ステージ終了後に起業、QMSに則った開発を進める

患者数　世界6400万人　日本120万人
半数以上に有効な治療なし　
交感神経の過剰興奮が病態に影響　

有効で安全な交感神経抑制デバイスを
開発、心不全に苦しむ患者を救う

交感神経の過剰興奮を抑制し心臓の負担を軽減
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原理試作から機能試作へのステップアップ
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課題① 技術要素の要求仕様の探索
→　dry ＆ wet の実験を通じ、仕様を明確化し
　　機能試作の設計へ反映。特許出願予定
　　
課題② 技術評価を目的とした試験系の確立
→　文献調査、専門家へのヒアリングを実施し
　　医学・工学・薬事の観点から試験計画を立案

 達成✔

 達成✔

治療デバイスによる
交感神経の抑制
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